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協　議　資　料　①
	〈協議主題〉　幼児教育と小学校教育の接続による教育の充実について
　協議の視点①「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」の活用について

	１　実践にあたって
　※　〈協議主題〉協議の視点①に関わり、具体的な実践を記述してください。また、実践の意図やねらいについても簡潔に記述してください。
　※　実践は、幼児教育と小学校教育のつながりが見える取組を取り上げると整理しやすくなります。



	２　実践の内容
　※　写真等を掲載する場合は、個人が特定されることがないよう十分に留意してください。
　※　図や表を効果的に用いて、事実と考察を分けて整理してまとめてください。

















	３　実践の成果と課題
　※　幼児の様子や活動の変容、教職員自身の指導の変容について、具体的に記述してください。また、その中から見えてきた課題を明らかにし、今後の方向性についてまとめてください。






協　議　資　料　②
	〈協議主題〉　幼児教育と小学校教育の円滑な接続の推進について
協議の視点②　架け橋期のカリキュラムの作成、実施、評価、改善について

	１　実践にあたって
　※　〈協議主題〉協議の視点②に関わり、具体的な実践を記述してください。あわせて、その実践を行った意図やねらいについても簡潔に記述してください。
　※　「架け橋期のカリキュラムのイメージがもてない」場合は、まずは園における「アプローチカリキュラム」を見直すことから考えてみましょう。その際、自身の保育実践について、「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を手掛かりに、「指導の意図」や「子どもの学びや成長の姿」をまとめてください。

	２　実践の内容
　※　記述の仕方は、協議資料①に準じます。協議資料①②の分量のバランスは各自で調整してください。









	３　実践の成果と課題





振　り　返　り
	１　【全体会】文部科学省　初等中等教育局　幼児教育課　の　講義動画を聴講しての感想
	




２　【分科会】実践発表、研究協議を受けて、感じたことや今後、取り組みたいこと
	




３　実態調査（いずれかを選択し、四角で囲む。）
（１）　「幼稚園教育要領」、「保育所保育指針」、「幼保連携型認定こども園教育・保育要領」等に示された「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」について理解していますか。
〔よく理解している・おおむね理解している・あまり理解していない・全く理解していない〕
（２）　幼保小連携協議会や園内・所内の研修会等の中で、「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」が話題と
なることがありますか。
〔よく話題になる・ときどき話題になる・あまり話題にならない・全く話題にならない〕



